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熟梅ではなく青梅
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商品情報

宮崎県都城市平塚町9825番地
☎0986-22-6325

有限会社　德重紅梅園

関連団体

手間暇かけて抽出された、先祖伝来の鶯宿
梅・梅肉エキス。パッケージサイズは 4 種
類。左から、200g入り 18,360 円、100g
入り 10,260 円、50g入り 5,616 円、30g
入り 3,780円。
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果実はやや大きく、果毛が少な
く光沢があるのが鶯宿梅の特徴

梅は梅干、梅酒でおなじみだが、
梅肉エキスも秀逸な食品だ。

青梅の搾り汁を約２％
にまで煮詰めるだけに、有効
成分や酸味などが味覚の五味
に凝縮していて、一舐めすれ
ば心身がうるおう。わたしは
蜂蜜割りジュースにしたり、
味噌汁、カレーの隠し味にも
用いる。徳重さんが無農薬栽
培した鶯宿梅には、梅の
のちが息づいているのである。

審査専門委員

フードジャーナリスト
食文化研究家
エッセイスト

向笠 千恵子 氏

都城盆地鶯宿梅の梅肉エキス
名称の由来／鶯宿梅は1200 年の伝統を誇る在来品種の梅で、平安時代に詠
まれた「鶯宿梅」という有名な和歌の題材にもなっている。

製法の特徴／鶯宿梅の青梅を種と果肉に分け、果肉だけを粉砕。そこから果汁
だけを搾り、土鍋で７～８日かけて煮詰める。

原材料の特徴／鶯宿梅の果実は他品種と比べ大ぶりで無骨。全国標準値と比
較しビタミン、鉄分等の栄養価がより豊富であるのは、鶯宿梅の品種特性と
都城盆地の土壌と当社の栽培法によるもの。

品質と安全性／自社梅園で無農薬栽培した鶯宿梅を使用。加工の際に使用す
る樽やカゴは常に洗浄を欠かさず、異物が混入しないよう全ての工程において
厳しくチェックを行う。

特認者／ ）地番5289町塚平市城都県崎宮（ 園梅紅重德 社会限有

宮崎県

本場の本物  122123  本場の本物


